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【目的】
昨今の日本農業において、耕作放棄地の削減は大きな課題であるが、耕作放棄地の
削減要因と各要因の寄与度は耕作放棄地率の高さの違いによって異なると考えられる。
そこで本研究では、耕作放棄地率が高い地域と低い地域で、耕作放棄地の削減要因と
各要因が耕作放棄地削減に与える影響力に、どのような差異があるかを検証する。そ
して、その結果をもとに、より効果的に耕作放棄地を削減するには、現行政策にどの
ような工夫を加える必要があるのかを明らかにすることを目的とする。
【方法】
本研究では、東北 6県を対象として、 2010年集落カードの集落ごとのデータを地域
類型によって区分したうえで重回帰分析と分位点目帰分析を適用し、耕作放棄地削減
要因を明らかにする。そして、分位点回帰分析の結果をもとに、耕作放棄地率が高い
集落と低い集落で耕作放棄地率を下げる要因にどのような違いがあるかを明らかにし、
より効果的な耕作放棄地削減施策のあり方を検討する。また、重回帰分析と分位点回
帰分析の結果比較から、分位点回帰分析の有用性を検証する。
【分析結果】
分位点回帰分析の結果では、分位点によって有意な係数が得られない変数や重回帰
分析の結果と異符号の有意な係数が得られる変数があり、重回帰分析の結果だけでは
予測されないことを明らかにすることができた。また、分位点回帰分析の結果から、
①耕作放棄地率の高低に関わらず販売額 500万円以上農家の割合が増えると耕作放棄
地率が下がる、②販売農家数が増えると耕作放棄地率が低い地域では耕作放棄地率が
上がり高い地域では下がる、③農業就業人口の高齢化が進むと耕作放棄地率は上がり
耕作放棄地率が高い集落で寄与度が高い、④貸付耕地率が上がると耕作放棄地率は下
がり耕作放棄地率が高い集落で寄与度が高いこと、等々が明らかになった。
【結論】
分位点回帰分析の結果から、施策を展開するうえで考慮すべき点は、①全ての集落
で農家の経済状況の改善は耕作放棄地削減効果を持つ、②耕作放棄地率の低い集落で
は新規就農者によって耕作放棄地が削減されるとは限らない、③農地貸借をスムーズ
にする取組は耕作放棄地率が高い集落でより効果的である、④耕作放棄地率が高い集
落では若手農業者による耕作放棄地削減効果がより高いことである。よって、耕作放
棄地率の低い集落では、集落内の農家に農地を集め規模拡大を図ることで経済力のあ
る農家を育成することが効果的である。ゆえに、集落内のコミュニティ維持や規模拡
大の支援が有意義な政策になりうる。一方で耕作放棄地率が高い地域では、新規就農
者や若い農業者が求められている。よって、新規就農や若手農業者への支援を積極的
に行い経済力のある農家に育成していくことが大切である。また、農業参入を望む企
業等、まとまった農地を欲する経営体への支援が有効な政策になると考えられる。
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